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当
寺
旧
墓
地
の
無
縁
仏
の
供
養
塔
改
修
工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
七
月
末
ま

で
に
ほ
ぼ
竣
工
、
八
月
十
三
日
お
盆
の
お
墓
参
り
に
は
新
装
成

っ
た
供
養
塔
に

お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
工
事
は
昭
和
十
年
五
月
建
立
当
時
の
塔
石

と
台
石
は
そ
の
ま
ま
原
形
を
残
し
、
基
礎
工
事
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
深
く

掘
り
下
げ
堅
固
に
固
め
、
そ
の
周
辺
は
塔
石
の
自
然
の
風
情
を
保

つ
調
和
を
考

え
鳥
海
石

（秋
田
石
）
を
積
み
上
げ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
し
ま
し
た
。
正
面

に
は
ミ
カ
ゲ
石

（宝
光
石
）
で
お
花
立
て
、　
ロ
ー
ソ
ク
立
な
ど
お
参
り
で
き
る

台
を
設
け
、
背
面
に
は
同
じ
石
で
納
骨
が
容
易
に
で
き
る
扉
を
設
け
ま
し
た
。

）ま
た
建
立
当

初
と
改
修
時

の
銘
板
を
埋

め
込
み
、
黒

ミ
カ
ゲ
石
に

「
平
成
三
年

七
月
改
修
、

門
信
徒

一
同

発
起
人
、
菅

保
」
と
刻
ん

で
も
ら
い
ま

し
た
。
彼
岸

の
中

日
の
九
月
二
十
三
日
は
彼
岸
会
と
無
縁
法
要
を
併
せ

勤
修
の
の
ち
、
現
地
で
改
修
工
事
の
落
慶
法
要
を
ね

ん
ご
ろ
に
勤
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
お
参
り
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

工
事
費
は
、
基
礎
工
事

（施
工
小
林
組
）
弐
拾
七

万
八
千
壱
百
円
、
石
組
み
工
事

（施
工
武
石
石
材
工

務
店
）
九
拾
四
万
七
千
六
百
円
、
計
壱
百
弐
拾
弐
万

五
千
七
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
ご
懇
志
は
当
寺
の
墓
地
に
墓
所
を
お
も
ち
の

方
々
は
も
と
よ
り
広
く
趣
旨
に
ご
賛
同
の
有
縁
の
方

々
か
ら
壱
百
四
万
七
千
円

（十
月
現
在
で
）
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
縁
仏
の
供
養
塔
に
寄
せ
ら

れ
た
ご
懇
念
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
募
財
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
次
頁
に

ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

彼
岸
の
中
日
に

現
地
で
落
慶
法
要
勤
ま
る
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頂 生 ム た に 眼 か か 私 寺 合 こ り と 大 相 い 母 あ げい 母 あ げ ん な し
け き と い 真 横 し げ を は わ こ 花 心 き 違 く ち る
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さ
゛
き と｀ °
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°
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差 ¬ 智 南 工 眼 知 た
｀
う 育
°
損
｀
色 が や

｀ °
と り 子 中 金

向 お 慧 無 の は 慧 と 私 所 て 如 や ジ の な
ヒ こ と し の ど 心 が

御 与 の 阿 こ 横
°
目 が
｀
ら 来 と ヨ花 い と れ こ て 花 も で 生

:布 え は 弥 と に 道 ざ 悪 私 れ さ い 口 が
° °ス ろ い を に 智 活

:教 さ た 陀 が
｀
元 め か に て ま う で 咲 幼 価 |が る 切 お 慧 の

:か ま ら 仏 あ 鼻 禅
｀つ 出 い に 子 水 く 稚 値 パ そ

｀つ婆 が も
ら
Lき の り は 師 気 た 遇あく 手 ど を の 園 観 |の 命 て ち な の
∨ と に ナ が 縦 は 付 お い

°
を も や か で の へ お が あ や く さ

一
金
弐
拾
万
円
　
住
職

柏
原
恵
信
、
東
京
　
柏
原

恵
行
、　
一
金
壱
拾
万
円
　
千
葉
　
菅
保

（発
起
人
）

和
納
　
広
沢
和
夫
、
燕
　
大
谷
統
司
、　
一
金
五
万
円

吉
田
　
三
上
リ
ツ

（
シ
ズ

・
ミ
ヨ
）
、　
一
金
参
万

円
　
群
馬
　
白
田
光
夫
、
東
京
　
笠
原
吉
五
郎
、
坊

守
　
柏
原
朝
子
、　
一
金
弐
万
円
　
麓
地
区
世
話
方

一

同

（山
岸
義
正
、
中
村
守
、
木
村
三
千
雄
、
武
石
金

衛
）
、
吉
田
　
武
石
石
材
工
務
店
、　
一
金
壱
万
円

吉
田
　
本
間
只
雄
、
神
奈
川
　
建
入
凡
夫
、
千
葉

丸
山
国
男
、
寺
泊
　
島
田
多
三
之
助
、
東
京
　
武
石

福
栄
、
横
浜
　
木
村
重
二
、
麓
二
区
　
林
部
嘉
之
助

仙
台
　
建
入
照
子
、
福
岡

今
井
健
、　
一
金
五
千
円

麓

一
区
　
大
谷
ギ
ン
、

吉
田
　
狩
野

一
雄
、
寺
泊

島
田

一
三
雄
、
麓
二
区

武
石
貞
吉
、
平
岡
清
也

中
村

マ
ス
、
広
沢
茂
左
衛

門
、
吉
田
　
田
村
弘
。

写
真
上
は
供
養
塔
背
面

一
金
参
千
円
　
麓
二
区
　
平
岡
清
助
、
武
石
多
右
衛

門
、
林
部
衛
、
麓

一
区
　
武
石
金
五
郎
、
山
崎
　
松

居
金
治
、　
一
金
弐
千
円
　
弥
彦
　
本
多
哲
夫
、
麓
二

区
　
山
岸
惣
吉
、
麓

一
区
　
五
十
嵐
惣

一
、
本
多
治

郎
右
衛
門
、
渡
辺
権
右
衛
個
、
鈴
木
孝
、
田
上
　
阿

部
丈
美
、　
一
金
壱
千
円
　
麓

一
区
　
武
石
丈
助
、
武

石
和
助
、
本
多
清
兵
衛
、
本
多
清
左
衛
門
、
武
石
定

吉
、
鈴
木
靖
夫
、
鈴
木
嘉
右
衛
門
、
麓
二
区
　
武
石

ヒ
モ
∧
敬
称
略
∨

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
参
り
下
さ
い
。

11月 7日 午 前 10時

午 後 7時

11月 8日 午 前 10時

12月 31日  午後11時半

1月 1日 ～ 3日

3月 9日 午 前 10時

3月 15日 午 前 10時

3月 18、 21、 24日

講一凶い　　　〃
　　　″

報

こ
れ
か
ら
の
寺

の
行
事

鐘
　
会
＞
教
　
講
　
〈
〓　
会

　̈正物嚇一　鐘　槃　］序

除
　
修
＜
本
　
林
ル
　
涅
　
彼
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聞
法
会
例
会
第
百
七
十
回
記
念
仏
教
講
演
会

横
浜
亜
ユ
大
講
帥

奈
倉
哲

三
先
生

廃
仏
へ

の
動
き
　
明
治
２
年
４
月
、
下
越
蒲
原
地

方
に
越
後
府
の
神
仏
分
離
令
が
下
さ
れ
、
２８
、
２９
日

と
弥
彦
神
社
臨
時
大
被
が
仏
教
色
を
排
除
し
て
執
行

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は

「僧
尼
機
雑
の
徒

一
切
参
拝
禁

止
の
事
」
な
ど
仏
教

へ
の
敵
意
が
露
骨
に
示
さ
れ
、

こ
れ
が
次
の
弥
彦
神
社
本
地
仏
阿
弥
陀
如
来
像
焼
却

命
令
の
事
実
上
の
前
触
れ
で
あ

っ
た
。

本
地
仏
焼
却
命
令
出
る
　
こ
の
年
６
月
１２
日
、
越

後
府
知
事
壬
生
基
修
は
弥
彦
神
社
神
宮
寺
兼
帯
真
言

院
宛
に
本
地
仏
阿
弥
陀
如
来
像
を
焼
却
せ
よ
と
い
う

命
令
を
主
文
と
す
る
神
仏
分
離
令
を
下
し
た
。
所
轄

の
出
雲
崎
民
生
局
で
も
さ
す
が
に
た
め
ら

っ
た
の
か

焼
却
命
令
を
伝
え
た
の
は
２５
日
で
、
真
言
院
快
寿
は

驚
き
の
余
り
放
心
状
態
で
あ

っ
た
。
翌
２６
～
２７
日
井

田
村
庄
屋
渡
辺
五
左
衛
門
が
こ
れ
を
見
か
ね
矢
作
村

法
円
寺
、
井
田
村
照
瑞
寺
、
国
上
村
国
上
寺
と
同
道

快
寿
と
出
雲
崎
民
生
局
に
焼
却
の
取
止
め
を
嘆
願
し

た
が
即
刻
却
下
さ
れ
た
。

守
護
行
動
起
こ
り
焼
却
中
止
と
な
る
　
却
下
さ
れ

た
時
点
か
ら
真
宗
末
寺
門
徒
の
必
死
の
守
護
行
動
が

展
開
さ
れ
る
。
照
瑞
寺
日
野
智
厚
は
行
動
を
蒲
原

一

帯
の
門
末
に
広
げ
与
板
藩
に
嘆
願
の
添
え
書
を
依
頼

し
た
。
２９
日
五
左
衛
門
は
本
派
与
板
別
院
に
飛
札
を

届
け
、
す
ぐ
に
出
向
い
て
間
に
立

っ
て
ほ
し
い
と
依

頼
、
西
本
願
寺
の
使
僧
、
願
成
寺
礼
厳

（与
謝
野
鉄

幹
の
養
父
）
は
民
生
局
宛
の
回
上
書
を
し
た
た
め
使

僧
の
知
恩
寺
と
と
も
に
弥
彦
に
出
向
い
た
。
２９
日
昼

ご
ろ
出
雲
崎
か
ら
焼
却
執
行
の
た
め
の
役
人
が
弥
彦

へ
向
か
う
。
弥
彦
神
社
に
通
ず
る
麓
村
の
路
上
で
出

迎
え
た
の
は
照
瑞
寺
日
野
知
厚

・
上
須
頃
西
照
寺
原

大
厳
を
惣
代
と
す
る
十
八
カ
寺
の
僧
侶
で
、
焼
却
中

止
の
嘆
願
書
に
与
板
藩
主
井
伊
直
安
の
添
え
書
を
提

出
、
弥
彦
ま
で
３
キ
ロ
の
道
に
は

「村
々
家
ご
と
老

若
男
女
五
人
十
人
づ

つ
集
ま
り
居
り
候
」
と
い
う

一

）揆
状
態
で
あ

っ
た
。
総
出
の
門
徒
ら
の
激
し
い
抗
議

を
く
ぐ
り
抜
け
弥
彦
に
着
く
と
願
成
寺
と
知
恩
寺
が

口
上
書
を
手
渡
し
て
焼
却
中
止
を
申
し
入
れ
た
が
焼

却
検
使
神
戸
須
磨
之
丞
ら
出
役
は
神
主
と
真
言
院
に

焼
却
を
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
神
主
の
方
か
ら
３０
日
の

大
抜
を
控
え
７
月
１
日
ま
で
焼
却
を
延
期
し
た
い
と

申
し
出
が
あ

っ
た
。
実
は
僧
侶
の
中
に
は

「
身
命
に

替
り
候
て
も
飽
迄
嘆
願
致
し
た
き
覚
悟
」
の
者
も
い

る
と
い
う
必
死
の
抵
抗
ぶ
り
を
知
ら
さ
れ
、
さ
す
が

の
検
使
も
万

一
の
事
態
と
な

っ
て
は
と
焼
却
を
断
念

仏
像
を
出
雲
崎
に
引
き
揚
げ
７
月
３
日
越
後
府

へ
報

告
と
伺
い
書
を
提
出
し
た
。
事
態
を
知

っ
た
越
後
府

は
、
自
ら
の
面
目
を
立
て
る
た
め
焼
却
命
令
は
も
と

も
と
な
か

っ
た
も
の
と
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
う
し
て

阿
弥
陀
如
来
像
は
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
弥

陀
信
仰
に
篤
い
真
宗
門
末
の
勝
利
で
あ
り
、
神
道
国

教
化
を
押
し
進
め
よ
う
と
し
た
維
新
政
府
の
路
線
の

敗
北
で
あ

っ
た
。

阿
弥
陀
如
来
像
の
そ
の
後
　
同
年
Ｈ
月
出
雲
崎
か

ら
国
上
寺

へ
移
さ
れ
、
そ
の
後
曽
根
の
金
剛
寺
、
石

瀬
の
青
竜
寺
を
経
て
明
治
２９
年
に
再
建
さ
れ
た
宝
光

院
の
阿
弥
陀
堂
内
に
安
置
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

Ａ
以
上
は
７
月
２０
日
、
聞
法
会
主
催
第
３
回
仏
教
文

化
講
演
会
の
講
話
の

一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

毎
年
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
聞
法
会
で
は
毎
月
２０
日
の
例

会
で
声
明

（お
経
）
の
練
習
と
ご
和
讃
の
講
話
を
聞

い
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
∨



18 号 広 福 寺 だ よ り 平成 3年 11月 (4)

本
山
で
は
京
都
東
山
の
仏
光
寺
本
廟
に
予
想
図
の

よ
う
な
立
体
的
納
骨
施
設

「光
寿
堂
」
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
開
山
親
鸞
聖
人
の
御
廟
所
の

聖
地
に

「倶
会

一
処
」

（と
も
に

一
処
に
あ
う
）
の

ご
縁
を
結
ぶ
納
骨
所
で
す
。
平
成
五
年
四
月
完
工
を

目
標
に
工
事
が
進
め
ら
れ
八
月
に
は
使
用
開
始
の
見

通
し
で
、
納
骨
部
分
に
は
最
高
二
四
〇
体
の
骨
壺
が

収
納
で
き
ま
す
。
当
寺
で
は
篤
信
者
の
御
寄
進
を
い

た
だ
き
普
通
区
画

一
基
の
申
し
込
み
を
す
ま
せ
ま
し

た
。
使
用
開
始
の
時
点
で
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

写
真
左
は
仏
壇
付
納
骨
所
、
普
通
区
画

当
寺
世
話

方
で
本
山
参

与
を
務
め
ら

れ
て
い
る
大

谷
統
司
さ
ん

か
ら
光
寿
堂

建
設
の
た
め

に
本
山

へ
特

別
懇
志
を
上

納
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
当

寺
門
徒
の
光

寿
堂
納
骨
の

た
め
に
普
通

区
画

一
基
の

造
営
懇
志
を

本
山

へ
上
納

頂
き
ま
し
た
。

ン
）

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
大
字
麓
６
５
９
０
　
　
電
話
０
２
５
６

（９４
）
２
４
３
７

お
と
き
用
飯
台
は
勧
金
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
が

予
算
の
執
行
を
ま
た
ず
に
、
い
ち
早
く
御
寄
進
を
頂

き
春
の
彼
岸
会
の
お
と
き
に
間
に
合
い
、
お
参
り
の

皆
さ
ん
か
ら
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
教
区
の
会
議
や

聞
法
会
の
例
会
、
習
字
教
室
に
も
巾
広
く
使
わ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

▼
書
院
姿
見
、
お
手
洗
防
水
鏡
三
面

一
金
四
万
七
千
五
百
円
也

東
京
都
　
　
松
宮
　
信

一　

殿

「
鏡
は
己
が
心
を
映
し
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ

り
仏
心
が
生
じ
る
」
と
の
主
旨
か
ら
書
院
に
姿
見
を

一
台

（写
真
右
）
と
お
手
洗
防
水
鏡
三
面

（写
真
）

を
御
寄
進
頂
き
ま
し
た
。

二
警
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一鋒

印
刷
　
西
蒲
中
央
印
刷
閉

発
行
所
　
　
広
　
福
　
寺

ン

０
９
５
９
１
０
３

［卿卿田闘Ⅲ躙鵬甲一師】‐こまの一̈［枷讐中中

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
仏
光
寺
本
廟
光
寿
堂
建
設
特
別
懇
志

一
金
五
百
万
円
也

▼
光
寿
堂
仏
壇
付
納
骨
所
普
通
区
画
造
営
懇
志

一
金
壱
百
七
拾
万
円
也

▼
お
と
き
用
飯
台

（集
会
用
兼
用
和
机
）
四
十
脚

燕
市
　
　
大
谷
　
統
司
　
殿


